
第3章 県内市町村の経済動向

１ 概況

(1) 地域内総生産(名目)

経済成長率(対前年度増加率)は６地域でプラスとなった。プラス幅が大きい地域は、

大和郡山市の 3.6 ％で、製造業のプラスが主要因である。

図１－10＜地域内総生産(名目)と成長率(名目)＞

（資料：県統計課「平成27年度奈良県市町村民経済計算」）

奈良地域…奈良市、山添村

天理・磯城地域…天理市、川西町、三宅町、田原本町

王寺周辺地域…平群町、三郷町、斑鳩町、安堵町、上牧町、王寺町、河合町

桜井宇陀地域…桜井市、宇陀市、曽爾村、御杖村

橿原・高市地域…橿原市、高取町、明日香村

葛城地域…大和高田市、御所市、香芝市、葛城市、広陵町

南和地域…五條市、吉野町、大淀町、下市町、黒滝村、天川村、野迫川村、十津川村、

　　　　 下北山村、上北山村、川上村、東吉野村
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表１－13＜地域内総生産の推移＞

（資料：県統計課「平成27年度奈良県市町村民経済計算」）

(2) 市町村内総生産(名目)

実際の取引額で算出した平成 27 年度の市町村ごとの名目成長率は、曽爾村、三宅

町、高取町等の 22 の市町村でプラスとなっている。

プラス成長の市町村は、製造業や建設業等の寄与度がプラスとなったことが大きく、

マイナス成長の市町村（河合町、川西町等）は逆に、製造業や建設業等の寄与度がマ

イナスとなったことが大きい。

市町村ごとの総生産の県内シェアは奈良市が一番大きく、28.4 ％。以下、大和郡

山市(11.5 ％)、橿原市(9.7 ％)、生駒市(6.4 ％)等の市がつづく。

町村のシェアは、田原本町(2.5 ％)が一番大きく、以下、広陵町(1.6 ％)、王寺町(1.6
％)がつづいている。

図１－11＜市町村ごとの経済成長率(名目)と産業別寄与度(平成 27 年度)＞

（資料：県統計課「平成27年度奈良県市町村民経済計算」
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表１－14＜市町村ごとの総生産(名目)と県内シェア(平成 27 年度)＞

（資料：県統計課「平成27年度奈良県市町村民経済計算」）

(3) 地域内総生産の経済活動別特化係数

奈良県全体と比較して特化している(特徴的な)産業として、大和郡山市で製造業、桜井

宇陀地域で農林水産業等が挙げられる。

図１－12＜地域内総生産の経済活動別特化係数(平成 27 年度)＞
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（資料：県統計課「平成27年度奈良県市町村民経済計算」）
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(4) 市町村ごとの産業構造

｢製造業｣の構成比の一番高い市町村は、川西町(63.2 ％)。以下、大和郡山市(45.8 ％)、

葛城市(45.7 ％)、安堵町(43.2 ％)となっている。公務の比率が高い市町村は、上北山

村(28.7 ％)をはじめ吉野郡の町村に多い。

図１－13＜市町村ごとの産業構造(平成 27 年度)＞

（資料：県統計課「平成27年度奈良県市町村民経済計算」）


